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リーダーの「問いかけ」が
組織を変える

■誰も意見を述べない，お通夜ミーティング
● なぜチームのミーティングが活性化しないのか
●孤軍奮闘の悪循環から抜け出す「問いかけ」の力

■意見を引き出す「問いかけ」の4つの基本定石
●「問いかけ」の基本定石（1）
　相手の個性を引き出し，こだわりを尊重する
チームに何も生み出さない，無能さを露呈させる「問いかけ」
相手に好奇心を持ち，こだわりの理由を掘り下げる

●「問いかけ」の基本定石（2）
　適度に制約をかけ，考えるきっかけを作る
●「問いかけ」の基本定石（3）
　遊び心をくすぐり，答えたくなる仕掛けを施す
●「問いかけ」の基本定石（4）
　凝り固まった発想をほぐし，意外な発見を生み出す

■ビフォー・アフター事例（CASE1）
● 営業チームの個人主義を脱却させた「問いかけ」

■ビフォー・アフター事例（CASE2）
● 開発チームに事業の情熱を取り戻した「問いかけ」

■チームの創造性を引き出すために
　私は，株式会社MIMIGURIという組織コンサル
ティングを得意とする50名規模のベンチャー企業
を経営しながら，東京大学大学院情報学環で特任
助教を務め，実践と研究を往復するなかで，チー
ムや組織の創造性を引き出すファシリテーション
やマネジメントの方法論を探究しています。
　本稿では，拙著『問いかけの作法 チームの魅
力と才能を引き出す技術』の要旨を抜粋して，組
織を変革するためのリーダーの「問いかけ」のあ
り方について，具体的なビフォー・アフター事例
とともに解説します。
　まずは，昨今増えている「お通夜ミーティング」
の光景を思い浮かべながら，「問いかけ」の真価
に迫っていきましょう。
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～ビフォー・アフター事例～


